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 はじめに 
私がメキシコに留学を決めた主な理由は、学生時代に自分の誇れる経験を持ちたかったか

らである。つまり自分の生きていく活力になるものを作りたかった。また 2018 年度の世

界展開力強化事業のメキシコ短期留学に参加したこともあり、その学びを継続したかった

のも 1 つの理由である。勉強、生活、旅行、インターンシップの項目で、2019/8/26 から

2020/2/20 の留学で経験したこと、感じたことを以下に記述する。 
 学科授業編 
私が留学していた大学はチャピンゴ自治大学というメキシコ国内で最も大きい農業大学

で、農分野が網羅されている。そこで私は Agroecologia、（農業環境学科）に所属し、2 つ

の授業を受講した。Manejo de Ecotecnologias と Agua Agroecosistema である。前者は、

農村が抱えている環境面での課題に着目し、農村社会の発展を考えることが目的の講義で

ある。この講義は座学と実習が半分ずつあった。座学ではメキシコの農村や留学生の母国

(コロンビア、ペルー、日本)の現状の共有および講義、メキシコの農村に提案するプロジ

ェクトのグループワークであった。実習ではバイオガスダイジェスターとウッドストーブ

の作製をした。バイオガスダイジェスターとは、家畜からでた糞を発酵させることによっ

てガスを発生させる装置である。また、ウッドストーブはカーボンニュートラルのシステ

ムを利用した装置である。講義をする教授がこの装置

の研究をしており、私が短期留学の時に最も興味を持

ったので受けることができて光栄だった。メキシコの

農村は、電波や電気、水などが届かないところも多く

あり、標高が高いためそれらを運搬することも難し

い。メキシコだけでではなく似た状況下に置かれてい

る国にも活用できる内容を扱う授業であったため、と

ても充実し、大切な知識を得られた半期となった。後

者は、生物学、物理学を通して農業に与える影響や農

業環境の問題点と解決策を紐解く授業であった。実習は無かったが、授業で学んだことや

与えられたテーマをまとめて発表するなど、グループワークが主流の授業であった。メキ

シコに限らず海外の大学は、学生が単に先生の授業を聞くだけではなく分からないことを

その場で聞いたり、その話から派生してディスカッションが始まったりするような授業ス

タイルである。チャピンゴの学生はとても真面目なので、刺激を受けた。授業はもちろん

スペイン語で進められていたが、スペイン語初級の私には完全に理解することはできなか

った。少しでも理解するために、授業のノートを取り分からない単語をすべて調べる。こ
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れだけでは全然理解できなかったので次にやったことは、「聞く」である。私にとっては

すごく苦手なことであった。分からないところは聞くという心がけをしたこともあって、

目標であった単位を達成することができた。 
 スペイン語習得編 
長期留学の目標の 1 つは、スペイン語習得であった。しかし、残念ながら大学の語学セン

ターでスペイン語の授業は用意されていなかった。そこで私は日本語の先生にお願いをし

て、日本語の学生のサポートをする代わりにスペイン語を学ぶ機会を設けていただいた。

日本語を学ぶ学生は私が想像していたより多くいたことに驚いた。また、日本語を学んで

いる学生は英語が堪能な学生が多かった。スペイン語を話せない私にとって、英語が話せ

る学生はとても貴重で助けになった。日本語の学生は日本の文化や伝統に興味があるの

で、よく質問された。重箱の隅を突くような質問もたくさんされたので、日本人として、

もっと日本のことを知っておかなければならないなと感じた。日本の文化は素晴らしいと

感じている学生のイメージを壊さないように、留学中は日本の文化を学ぶことも多かっ

た。また、日本語の先生の代わりに学生の前で授業をしたのは貴重な経験だった。複数の

学生の前で授業することは初めてで、スペイン語で教えることも難しかったが、メキシコ

人は本当に優しいので助けられながら授業を進めることができた。 
 生活編 
メキシコに来たのは 2 度目であるが、海外で長期滞在

したことは初めてであった。私が住んでいたところは

長期の教授と学生のための寮であり、コロンビア、ペ

ルー、アルゼンチン、ブラジル、フランス人の留学生

と共に住んでいた。男女比は 3：2 で男の方が少し多か

った。一つの寮に 6 人住むことができ、私のルームメ

イトはコロンビア人だった。留学生の中で私が唯一の

アジア人であり、スペイン語が話せないのは私だけだ

ったので、コミュニケーションを取ることにとても苦

労した。しかしラテン人にとって、日本人は珍しかったようで、興味を持ってくれた留学

生は、私の面倒を見てくれた。また、様々な手続きも手伝ってくれたおかげでスムーズに

終わらせることができた。 
朝昼晩の食事は寮の近くの食堂でとり、基本的にメキシコの料理が出てきた。メキシコで

は日本とは違い、昼食を多く食べる。朝食と夕食は少ないので物足りなくなり、自分で作

ることも多々あったが、おかわり自由なのでお腹いっぱい食べることができ、フルーツや

お菓子が付いてくるので毎日楽しみにしていた。 
ラテン人はパーティなど楽しいことが好きなので、寮の庭でキャンプファイヤーをした

り、メンバーの誕生日をみんなで祝ったりと毎日楽しい日々を過ごした。私も留学期間中

に誕生日をむかえた一人である。人生で初めてサプライズをしてくれて、感動のあまり泣
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いてしまったのは良い思い出である。 
文化の違う人々と生活すると、文化の違いで混乱することも少なからずあった。できるだ

けより良い生活環境を作るために、みんなで文化の共有をした。日本と真逆に住む国の人

たちと一緒に住むことはめったにできないことだと思う。留学生とともに共に過ごした 4
か月はおかげで忘れられない経験となった。 
 旅行編 
私はいつも留学生とともに行動していた。彼らのおかげもあってメキシコ内の色々なとこ

ろへ行けることができた。 
 メキシコ独立記念日 
9 月 15 日、メキシコは独立記念日である。独立記念日と

は、1 週間前から街はお祭りムードで、私が通っていたチ

ャピンゴ自治大学の中も、遊園地や出店ができるくらい

重要な日である。16 日は留学生とともにメキシコシティ

に行った。この日はシティで独立記念日のパレードが行

われていた。日本には独立記念日のような国民みんなで

祝う行事はあまりないので、新鮮でした。 
 メキシコシティ 
メキシコシティはメキシコの首都であり、多くの企業や文化的な建造物が集まっている都

市である。休日にはよく行くことが多かった。革命記念塔、ラテンアメリカタワー、チャ

プルテペック城、ソカロ、国立人類博物館、グアダルーペ寺院と多くの名所を観光でき

た。 
 Tolantongo 
10 月に 1 泊 2 日で Torantongo という場所に行った。そこはイダルゴ州の山奥にある秘境

スポットで、山の斜面に造られた源泉かけ流しの露天風呂や滝の下で源泉が噴き出す洞窟

など世界的にも珍しい温泉郷である。メキシコシティから車で５時間かかった。私たちはそ

こでキャンプをした。私は海外でキャンプしたことはなかったし、旅行としてメキシコにき

ても行かないところだと思うので行くことができて良かった。また、大自然の中の星空はと

ても魅力的だった。しかし、私は帰宅途中に今までに感じたことがないような腹痛を起こし、

運ばれずに済んだが、人生で初めて救急車に乗った。メキシコでの生活にも慣れた時期での

事故だったので、より一層気持ちが引き締まった出来事であった。 
 Dia de los muertos 
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10/31-11/1 はメキシコで Dia de los muertos（死者の日）

で、日本でいうお盆である。私たちは 10 月 31 日に

Michuacan という町の中の Patzucuaro Pueblo Magico、
Janitzio、Tzintzuntzan と 11 月 1 日に映画「リメンバー

ミー」のモデルの地となった Mixquic に行き、町や墓地の

散策をした。死者の日のメキシコの墓地がマリーゴールド

などの花や、ろうそく明かりでカラフルに祀られており、そ

こが観光地となっていることは、日本のお盆と大きく異な

っていてとても興味深い点であった。観光地の中で特に印象的だった場所は、Janitzio とい

う島である。島までの移動手段は船だった。ホセ・マリア・モレロスというメキシコ独立の

偉大な英雄の大きな像が島の頂上に建てられており、島から見た内地は絶景だった。 
 ティオティワカン 
ティオティワカンとは、ティオティワカン文明の中心となった巨

大な宗教都市遺跡でティオティワカン人の宇宙観、宗教観を表す

計画的に設計された古代都市であり、世界文化遺産に登録されて

いる。太陽のピラミッドと月のピラミッドが大きな建造物で上か

ら見た景色は絶景だった。 
 ティワカンプエブラ 
年末年始はクラスの友達の家に招待され、5 泊 6 日で遊び

に行ってきた。彼の家は豆農家を営んでおり、いわゆる地

域農村で、メキシコシティからティワカンプエブラの中心

街までバスで 5 時間、中心街から家まで 3 時間かかった。

また標高 2500ｍの山奥で夜になると流れ星が見られるほ

ど満天の星空が広がっていた。農村のコミュニティは強

く、大晦日はその地域に住んでいる人々が集まり、年明け

まで踊ったりお酒を飲んだりして楽しんだ。元旦には伝統

行事のピニャータを家族と共にやり、充実した 6 日間を過ごすことができた。 
 グアナファト 

2 月に Feria de leon が終わった後、日墨協会の方々とグアナ

ファトを観光した。街全体が世界遺産となっており、赤やピン

ク、黄色といったカラフルな建物が並ぶ街並みは美しかった。

ここも映画「リメンバーミー」の「死者の国」のモデルとなっ

たところである。街全体を見渡せるスポットであるピピラ像ま

ではケーブルカーで移動した。メキシコで一番カラフルな街と

されるほどキラキラしていた。 
 インターンシップ 
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私は 1 月から帰国までの一か月間は「社団法人日墨協会」「株式会社ジャパンクラブ」でイ

ンターンシップとして受け入れていただいた。 
 Feria de leon 
1 月 5 日から 2 月 6 日まで、私は Feria de leon の

お手伝いをさせていただいた。Feria de leon とは、

グアナファトのレオンで行われており、メキシコ各

地の食べ物やグアナファトの名産品などが売られて

いたり、遊園地があったりと大きな祭りだった。私

たちは Pabellion Japon の中で、ラーメン屋や寿司

の揚げ物、唐揚げなどの日本食と日本のお酒を販売

した。私の役割は、調理、食材を切ったりする調理補助、レジ、皿洗い、清掃などほぼすべ

てのことを任されました。インターンシップを始める前に「お金を払いたくなるような働き

をする」という約束事があった。私は飲食で働いた経験が無かったし、スペイン語も拙かっ

たので大変なことが多かったが、何事にもチャレンジしていくうちにだんだんできるよう

になっていった。その結果、良い働きをしてくれたと評価され、約束を果たせたのでこのイ

ンターンシップは、成功だったのではないかと思う。 
 社団法人日墨協会・株式会社ジャパンクラブ 
Feria de leon が終わってから帰国までの 1 週間は日墨協会で業務の手伝いをした。日墨協

会から起業された「株式会社ジャパンクラブ」の採用の仕事をやらせていただいた。メキシ

コ人の採用ではなく、日本人の調理師や事務職員を募集した。私が求人票を作り、日本の専

門学校や大学にメール送信し、求人サイトに登録するなど、1 週間は私の仕事として任せて

いただけた。日本の企業で初日から重要な仕事を任せられることはめったにないことだと

思うし、貴重なことであると感じた。社会で必要なマナーなど少し学ぶことができた。 
 おわりに 
メキシコ滞在期間は楽しいことより辛いことの方が多くあり、悲観的になることも少なか

ったが、たくさんの人たちが私を支えてくれたので、何事にも前向きにチャレンジすること

ができた 6 か月間であった。右も左も分からない状況でメキシコに行ったので、やはり自

分の力だけではどうにもならなかった。たくさんの人々に助けられて生活ができたことは、

本当にうれしく思う。何気なくはじまった留学生と生活も、一生忘れられない思い出となっ

た。いつか私を助けてくれた人々に恩返しができるように、留学を目指している人たちにこ

の経験を繋げていきたいと思う。 
 お世話になった方々へ 
この度は世界展開力事業の長期派遣学生として選んでいただき、本当にありがとうござい

ました。農業環境科学研究室の教授の方々、2018 年度短期留学の時に引率していただいた

キム先生、2019 年度入江先生、国際協力センターの方々、特にマイさんと酒井さんには大

変お世話になりました。今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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